
いちごドリルプリント

植物・動物の分類プリン

ト 名前

問1 ゼニゴケなどのコケ植物は、アサガオやマツのような種子をつくる植物とは異なり、花を咲かせません。これらの植物が、受粉を行わずに仲間

を増やすためにからだの一部で形成し、外部に放出する生殖のための細胞を何といいますか。 （2014年 静岡公立入試 類似）

1. 胞子 2. 種子 3. 花粉 4. 胚乳

問2 高倍率の対物レンズを使用して顕微鏡観察を行う際、ピントを合わせる過程で対物レンズとプレパラートを破損させないための操作上の注意点

とその理由として適切なものを選びなさい。 （2015年 静岡公立入試 類似）

1. 高倍率では作動距離が非常に短く

なるため、あらかじめ横から見て対

物レンズをプレパラートに近づけて

おき、遠ざけながらピントを合わせ

る。

2. 高倍率では作動距離が非常に長く

なるため、プレパラートが対物レン

ズから離れすぎないよう、接眼レン

ズを覗きながら対物レンズを近づけ

ていく。

3. 高倍率では視野が明るくなりすぎ

るため、作動距離を広げることで光

の量を調整し、ピントを合わせやす

くする。

4. 高倍率では作動距離が倍率に比例

して大きくなるため、プレパラート

をステージに固定せず、手で高さを

調整しながらピントを合わせる。

問3 顕微鏡を用いて、400倍で細長い形状のケイソウを、40倍で触角や内部器官が見える状態のミジンコをそれぞれ観察しました。このときの顕微

鏡の倍率と見え方の特徴について述べたものとして、最も適切なものはどれですか。 （2025年 宮城公立入試 類似）

1. 40倍から400倍に倍率を上げると

、見える範囲（視野）は狭くなるが

、観察対象をより大きく、細部まで

詳しく観察できるようになる。

2. 40倍から400倍に倍率を上げると

、見える範囲（視野）は広くなり、

ミジンコのような動く生物の全体像

を把握しやすくなる。

3. 400倍から40倍に倍率を下げると

、見える範囲（視野）は狭くなるが

、観察対象の明るさは明るくなり、

ピントも合わせやすくなる。

4. 対物レンズをより高倍率なものに

交換すると、プレパラートとの距離

が離れるため、ピントを合わせるた

めの調節ねじの操作範囲が広くなる

。

問4 顕微鏡を用いて生物の観察を行う際、物体を拡大する「総合倍率」は、使用するレンズの倍率を用いてどのように算出するか。 （2025年

和歌山公立入試 類似）

1. 接眼レンズの倍率と対物レンズの

倍率を足し合わせる

2. 接眼レンズの倍率から対物レンズ

の倍率を引く

3. 接眼レンズの倍率と対物レンズの

倍率を掛け合わせる

4. 対物レンズの倍率を接眼レンズの

倍率で割る

問5 マツなどの裸子植物と、アブラナなどの被子植物の共通点と相違点について、雄花の構造に着目して説明したものとして正しいものはどれか。

（2015年 鳥取公立入試 類似）

1. どちらも花粉を作る袋状の構造を

持つが、裸子植物では花粉のう、被

子植物ではやくと呼ばれる

2. 裸子植物には花粉のうがあるが、

被子植物には花粉を作る袋状の構造

自体が存在しない

3. 裸子植物は雄花の鱗片に胚珠を持

ち、被子植物は雄しべの先にやくを

持つ

4. 裸子植物は子房の中に花粉のうを

持ち、被子植物はやくの中に胚珠を

持つ

問6 ハチュウ類は、両生類に比べてより乾燥した陸上の環境で生活を広げることができました。その理由の一つである「殻のある卵」の利点につい

て、原理を説明したものとして適切なものはどれですか。 （2018年 島根公立入試 類似）

1. 殻が内部の水分を保持する壁の役

割を果たすため、胚が乾燥して死ぬ

のを防げるから。

2. 殻の中に親から受け継いだ熱を閉

じ込めることができ、変温動物でも

卵を温め続けられるから。

3. 殻があることで卵が水より重くな

り、陸上の地面に安定してとどまる

ことができるから。

4. 殻の表面にある小さな穴から水を

取り込むことで、親が水を運ばなく

ても胚が成長できるから。

問7 アブラナやマツのような「種子をつくる植物」と、ワラビやゼニゴケのような「種子をつくらない植物」の分類基準に関する記述のうち、シダ

植物やコケ植物の性質を正しく述べているものはどれですか。 （2025年 群馬公立入試 類似）

1. 受粉によって胚珠が種子になるこ

とで増える

2. 種子をつくる代わりに、胞子によ

って子孫を残す

3. 胞子の中に胚乳を持ち、蓄えられ

た養分で芽を出す

4. 花粉がつくられ、それが胞子たい

に付着することで増える

問8 シダ植物であるイヌワラビの体のつくりを詳しく観察したとき、その茎はどのような状態で存在していますか。最も適切な説明を選びなさい。

（2025年 宮城公立入試 類似）

1. 地下に「地下茎」として存在して

おり、そこから根と葉が伸びている

。

2. 地上に直立した太い茎として伸び

ており、その先に花弁のある花を咲

かせる。

3. 主根と側根が発達した頑丈な茎が

地上に露出しており、種子を蓄えて

いる。

4. 茎は存在せず、葉の裏側にある維

管束が茎の役割をすべて兼ねている

。

問9 植物の分類において、種子をつくってふえる種子植物のうち、マツのように胚珠が子房に包まれず、むき出しの状態になっている植物の仲間を

何といいますか。 （2019年 沖縄公立入試 類似）

1. 裸子植物 2. 被子植物 3. シダ植物 4. コケ植物

問10 顕微鏡を使って観察を行う際、対物レンズの倍率を10倍から40倍に切り替えてピントを合わせました。このとき、対物レンズの先端からプレパ

ラートまでの距離は、10倍のときと比べてどのように変化しますか。 （2017年 福井公立入試 類似）

1. 10倍のときよりも長くなる 2. 10倍のときよりも短くなる 3. 10倍のときと変わらない 4. 接眼レンズの倍率によって決まる

ため一定ではない

問11 タマネギの根の先端部分を顕微鏡で観察したとき、最も先端にある細胞同士の結びつきが緩やかな組織について、その特徴と役割を説明したも

のとして最も適切なものを選びなさい。 （2023年 富山公立入試 類似）

1. 細胞が上下に長く伸びることで、

根を土の奥深くへと成長させる役割

がある。

2. 細胞が活発に分裂して数を増やす

ことで、根の成長を促す役割がある

。

3. 細胞が剥がれやすくなっており、

根が伸びる際に生じる土との摩擦か

ら内部を保護する役割がある。

4. 表面の細胞が細長い糸状に突き出

しており、水や肥料分を効率よく吸

収する役割がある。

問12 両生類であるカエルの成長過程における呼吸の変化について、正しい説明はどれですか。 （2015年 群馬公立入試 類似）

1. 子の時期はえらで呼吸し、親にな

ると主に肺と皮膚で呼吸する

2. 子の時期は肺で呼吸し、親になる

と主にえらと皮膚で呼吸する

3. 子の時期は皮膚のみで呼吸し、親

になるとえらと肺の両方で呼吸する

4. 一生を通じてえらのみで呼吸する

が、親になると皮膚呼吸の割合が増

える
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答え合わせ・解説

問1 答え 1

胞子

種子をつくらない植物（コケ植物やシダ植物など）は、仲間を増やすための細胞として胞子を

つくります。胞子は種子とは異なり、蓄えられた養分は少ないものの、風などによって運ばれ

、適切な環境にたどり着くと発芽して新しい個体へと成長します。種子をつくる植物における

「花粉」や「種子」と混同しないよう注意が必要です。

問2 答え 1

高倍率では作動距離が非常に短くなるため、

あらかじめ横から見て対物レンズをプレパラ

ートに近づけておき、遠ざけながらピントを

合わせる。

高倍率の対物レンズは作動距離が非常に短いため、接眼レンズを覗きながら対物レンズをプレ

パラートに近づける操作を行うと、レンズの先端がプレパラートに衝突し、破損してしまう危

険があります。安全にピントを合わせるためには、あらかじめ横から見てレンズとプレパラー

トを限界まで近づけておき、接眼レンズを覗きながら両者の距離を離していく方向に調節ねじ

を回す必要があります。

問3 答え 1

40倍から400倍に倍率を上げると、見える範

囲（視野）は狭くなるが、観察対象をより大

きく、細部まで詳しく観察できるようになる

。

顕微鏡の倍率を上げると、観察できる実像の拡大率は上がりますが、一度に見ることができる

範囲（視野）は狭くなります。そのため、ケイソウのように微細なものの構造を詳しく見たい

場合は高倍率（400倍）が適しており、ミジンコのように比較的大きく、全体像や動きを観察

したい場合は低倍率（40倍）が適しています。

問4 答え 3

接眼レンズの倍率と対物レンズの倍率を掛け

合わせる

顕微鏡の総合倍率は、接眼レンズによって拡大された像をさらに対物レンズで拡大する（ある

いはその逆）という仕組みであるため、それぞれのレンズが持つ倍率の積（掛け算）によって

決まる。例えば、10倍の接眼レンズと40倍の対物レンズを組み合わせた場合、10×40で400

倍となる。

問5 答え 1

どちらも花粉を作る袋状の構造を持つが、裸

子植物では花粉のう、被子植物ではやくと呼

ばれる

種子植物である裸子植物と被子植物は、どちらも花粉を作って受粉を行うという共通の原理を

持っている。しかし、その構造の呼び名は異なり、マツのような裸子植物では雄花の鱗片にあ

る「花粉のう」で花粉が作られ、被子植物では雄しべの先端にある「やく」で作られる。子房

や胚珠は雌しべ（雌花）に関わる構造であるため、雄花の説明としては誤りである。

問6 答え 1

殻が内部の水分を保持する壁の役割を果たす

ため、胚が乾燥して死ぬのを防げるから。

生物が陸上で生活を完結させるためには、乾燥への対策が不可欠です。両生類の卵は殻がなく

、空気中にさらされるとすぐに水分が蒸発して中の胚が死滅してしまいます。しかし、ハチュ

ウ類が持つ「殻のある卵」は、外気から胚を守ると同時に内部の水分を維持する構造を持って

いるため、水のない陸上環境においても次世代を残すことができるようになっています。

問7 答え 2

種子をつくる代わりに、胞子によって子孫を

残す

植物は大きく分けて種子で増えるものと、胞子で増えるものに分けることができます。シダ植

物やコケ植物は、種子植物（被子植物・裸子植物）とは異なり、種子を形成しません。そのた

め、生殖のための細胞である胞子を環境中に放出して仲間を増やす仕組みを持っています。胚

乳や受粉といった仕組みは種子をつくる植物に見られる特徴であり、胞子で増える植物には当

てはまりません。

問8 答え 1

地下に「地下茎」として存在しており、そこ

から根と葉が伸びている。

イヌワラビなどの多くのシダ植物は、地上に見えている大きな葉に対して、茎は地中に「地下

茎」として隠れているという特徴があります。この地下茎には維管束が通っており、そこから

根が下へ、葉が上へと伸びて成長します。

問9 答え 1

裸子植物

種子植物のうち、将来種子になる「胚珠」が「子房」に包まれておらず、むき出しの状態でつ

いているものを裸子植物と呼びます。代表的な例としてマツ、スギ、イチョウ、ソテツなどが

挙げられます。

問1

0

答え 2

10倍のときよりも短くなる

一般に顕微鏡の対物レンズは、倍率が高くなるほどレンズ自体の長さが長くなります。ピント

が合った状態では、高倍率のレンズほどプレパラートに非常に近い位置にレンズの先端がくる

ため、対物レンズとプレパラートの距離（作動距離）は短くなります。

問1

1

答え 3

細胞が剥がれやすくなっており、根が伸びる

際に生じる土との摩擦から内部を保護する役

割がある。

顕微鏡で観察される根の最先端組織は「根冠」と呼ばれます。根冠の細胞は他の組織に比べて

結びつきが緩やかで、土とこすれる際に身代わりとなって剥がれ落ちることで、内側にある成

長点が直接ダメージを受けるのを防いでいます。細胞が活発に分裂するのは成長点、細胞が伸

びるのは成長点の少し上の領域、水分の吸収を担うのは根毛がある領域です。

問1

2

答え 1

子の時期はえらで呼吸し、親になると主に肺

と皮膚で呼吸する

両生類は、子が水中で生活し、成体が陸上で生活するという特徴を持ちます。そのため、オタ

マジャクシの時期は魚類と同様にえらを使って水中で呼吸しますが、変態して親（成体）にな

ると、陸上での生活に適応するために肺と、湿った皮膚の両方を用いて呼吸を行うようになり

ます。


